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今年度の理科は理科専科が担当します
今年度、鬼石小学校４～６年生の理科は、理科専科の大谷雅昭が担当します。どうぞよ

ろしくお願いいたします。今回の理科専科の配置は、群馬県教育委員会によるもので、３

月２５日付けの読売新聞には、次のように載っていました。

県教委は４月から、県内の市町村立１９小学校に「理科専科教員」を配置する。５、

６年生を対象に、授業に実験をたくさん取り入れて理科離れを防ぐ。小学校の教科担

任制も促し、中学進学後の授業環境に慣れてもらう狙いもある。

小学校では、昨年度から変わった学習指導要領に基づき、それまでの学習内容より３割

ほど学ぶ内容が多くなりました。また、その学習指導要領が小学校理科に求めるものとし

て、次の３つが挙げられています。

①基礎的・基本的な知識・技能の定着のため、科学の基本的な見方や概念を柱に、中

学校との関連を意識した指導に努める。

②科学的な思考力・表現力等の育成の観点から、予想や仮説と関係付けながら観察・

実験の結果を整理・考察し表現する学習活動を重視する。

③科学を学ぶことの意義や有用性の実感及び科学への関心を高める観点から、日常生

活や社会との関連を重視する。

しかし、子どもたちにたくさんのものを与えて、多くの要求をしても、子どもたちは戸

惑ってしまうのではないでしょうか。

そこで、まず、「理科とはどういうものか」ということと、「理科の学び方」を教えよ

うと考えました。一方、ただ理詰めで行き過ぎると、難しいという印象を持ってしまいま

すので、「理科って楽しく、ワクワクする勉強なんだ」ということを感じられるようにし

たいと思いました。

まずは、勉強した

くなる環境づくり

をすることを考え

ました。

理科室の様子→

理科室は『りかちゃんルーム』に新装
まず、理科室を楽しく学ぶ場所にするために、『りかちゃんルーム』と改称しました。

けっしてふざけているわけではなく、極めてまじめな考えに基づいているのです。

りかちゃんルームとは？
この『りかちゃんルーム』とは、アクロステック（キーワードの頭文字をとったもの）

なのです。

り ＝理由を 理由とは‥‥なるほどと思えるわけ

か ＝科学的に 科学的とは‥‥正しい数字や事実を示す

ちゃん＝ちゃんと言い（書き）、ちゃんととは‥‥誰にもわかるように話す・書く

ルー ＝ルールを守って ルールとは‥‥「よい子の生活」を守る

ム ＝夢中になる部屋 夢中とは‥‥できた・わかったの笑顔がいっぱい

子どもたちには、最初の授業の時に説明しました。これからの授業の中で、具体的にし

ていきたいと思っています。特に、最後の「夢中になる部屋」というのは、担当教師の願

いでもあります。どの子も理科に夢中になって取り組めるようになったらいいなと思って

います。

楽しいだけでなく、論理的思考と有用感も
当然ですが、楽しいけど何も身に付いていないのでは、学習ではありません。また、自

己の生活に関連づけることで、その有用性に気付き、意欲も増すものと考えています。そ

こで、授業開きの時、「理科は何のために学習するのか」という問いかけを高学年にはし

ました。子どもたちからは、「大人になって困らないため」「大きくなるため」という意

見が出されました（自分の考えを持つことは大事と話しました）。

その本当の答えとともに、理科のノートの第１ページに「理科の学び方」を書きました。

理科は、気持ちよく生活するために学ぶ。
◎理科の学び方
①はてな？‥‥「何で？」という疑問を持つことから始めます。

②目 的‥‥「何を知りたいか」をハッキリさせます。

③方 法‥‥「何をどうするか」を順序よく決めます。

④予 想‥‥「自分の考え」（またはチームの考え）を持ちます。

⑤実験・観察‥‥「正しく、細かく」記録していきます。

⑥まとめ・わかったこと‥‥表やグラフにしたり、何での答えを書いたりして、感

想も書きます。

⑦発 表‥‥結果を比べたり、よさを見つけたりするために行います。

学年により多少学び方が異なったり、単元により学びの順番が違ったりすることもあり

ます。しかし、多くの子が理科の学びを楽しみにし、理科の学習を通して、人間としての

生き方を身に付けてほしいと思っています。その成長の様子を、この「りかちゃんルーム

だより」でお知らせします。不定期発行ですが、どうぞお読みください。


